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今月のテーマ展示の紹介です。本館は新着コーナー横と児童コーナー

に、分館は自動ドア前に展示しています。 

 

「3.11 を忘れない」（一般書） 
 

『奇跡の中学校』佐藤 淳一∥著 
＜分類：369.31＞  

東日本大震災による津波で被害を受
けた石巻・雄勝中学校の子どもたちの
傍には、強力なリーダーシップとユニ
ークな発想で学校の再生のために奮闘
し続けた校長がいた。生きていること
の喜び、支援への感謝の気持ちを表し、
地域の人々と雄勝の復興を誓うため、
全校生徒で取り組んだ「復興輪太鼓」の
1 年間のドキュメントを綴る。 

1/4 

今月のテーマ 

「3.11 を忘れない」（児童書） 

 

 

 東日本大震災から 8 年が経とうとしています。被災者や被災地の様子を知ることで、私たちにできるこ

とを考えるきっかけになればと思い、決して忘れてはいけない大震災に関する本を集めました。 

 

 

東日本大震災や防災に関する本をあつめました。 

『希望の牧場』森 絵都∥作 吉田 尚令∥絵＜分類：E＞ 

たくさん食べておいしい肉になるのが牧場の牛たちの運命です。2011 年3 月 11日の大地
震によって起きた福島第一原子力発電所の事故で、その運命が狂ってしまいました。当り前だ
ったことが突然失われてしまう恐ろしさを感じます。「希望はあるのかな。意味はあるのかな。」
と自問しながら、警戒区域内で牛を飼い続ける牛飼いの姿を描いています。 

本館 分館 

『蘇るサバ缶 ～震災と希望と人情商店街～』 
須田 泰成∥著＜分類：369.31＞  

 震災前の石巻で、巨大缶詰看板で有名だっ 
た木の屋。被災した缶詰を、世田谷区経堂の 
商店街の人びとが洗って売る活動をはじめた。 
支援の輪が広がり、木の屋は震災から 4年半 
後に震災前の売り上げまで回復させる。 
 距離や時間を越えて繋がった人びとが起こ 
した奇跡は、その後 2015 年に発足した子ど 
もに食事と文化活動を提供する経堂「子ども文化食堂」へ
と発展的に繋がっていく。「平凡だけど幸せな日常」こそが
「希望」であり、8 年たった今も「希望」は繋がっている。 

本館 分館 

写真展「3.11を忘れない」 
～東日本大震災から 8年～ 

 今年の 3 月 11 日で東日本大震災から 8 年が経ちます。被災地は、今この瞬間も復興へ向けて大きく進んで 

いますが、現地には今でも深い爪痕が残っています。 

昨年は 9月に北海道で北海道胆振東部地震が発生し、多くの方々が地震の被害に遭われました。 

阪神淡路大震災は震災が予測されていない中での発生でしたが、東海や関東では今後、大きな地震が起こると 

予想されています。私たちは、これまでの震災の教訓を活かして、これからどうしていけばいいのでしょうか？ 

もう一度、震災の教訓を考え直すきっかけになればと思い、図書館では、震災の状況や 復興の様子などの写

真展示を行います。ぜひ今月のテーマ展示 「３．１１を忘れない」と併せて、被災地のことやこれから 

起こりうる地震の備えについて考え直してみましょう。【展示期間：3月 1日～3月 27日】 

着々と復興が進む、 

岩手県大船渡市の様子 → 

（平成 29 年 12 月 2 日撮影） 

○Ｃ和光市 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

本館イベントカレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 

2/24 25 26 27 28 3/1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31 4/1 2 3 4 5 6 

 ブックスタート  絵本とおはなしの会 

  あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうた 

 赤ちゃんタイム  子どものための読書会 

 ワンダークラブ 

 今月の特別なイベント 
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＜休館日＞ 

※場所の表記がない場合は、会議室で行います。  ★印のあるものは要予約です。 

下新倉分館イベントカレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 

2/24 25 26 27 28 3/1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31 4/1 2 3 4 5 6 

 絵本とおはなしの会  赤ちゃんタイム 

  あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうた 

 ひまわりおはなし会   子どものための読書会 

 今月の特別なイベント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜休館日＞ 

＜休館日＞ 

＜休館日＞ 

時間と対象者：11:00～2 才くらいから／14:00～４才くらいから 

赤ちゃんタイム 7 日(木)、4 月 4 日(木) 

時 間：10:30～11:30 場 所：キッズルーム 
対象者：乳幼児とその保護者の方 

ブックスタート 18 日(月)★ 

時 間：10:30～11:00 11:30～12:00 
対象者：平成 30 年 10 月生まれの赤ちゃんと保護者の方 
持ち物：母子健康手帳、絵本を持ち帰るための袋 
申込方法：前日までに窓口又は電話で 

＜休館日＞ 

時 間：①10:30～11:00 
 ②11:15～11:45 
対象者：6 ヶ月～2 才 

本館 分館 

絵本とおはなしの会 9 日(土) 
時 間：11:15～ 場 所：キッズスペース 
対象者：幼児から小学校低学年 

＜休館日＞ 

＜休館日＞ 

子どものための読書会 16 日(土) ★ 

時 間：10：30～11：30 
対象者：小学生 定員 30 名 
内 容：「うれしいな春」のブックトーク（本の紹介） 
お話をしてくれる人：松永 節子先生（元市内小学校教諭） 
申 込：3/2(土)10:00～カウンター又は電話で 
 

＜休館日＞ 

＜休館日＞ 

時 間：11:00～11:30 対象者：6 ヶ月くらい～2 才 

赤ちゃんタイム 22 日(金) 

時 間：11:00～11:30  場 所：キッズスペース 
対象者：乳幼児とその保護者の方（出入り自由） 

Wonder Club（ワンダークラブ）17 日(日) 

内 容：英語絵本の読み聞かせ 
時 間：14：00～15：00 
 

時 間：10:30～12:00 
対象者：18 歳以上 定員 30 名（先着） 
講 師：湯川 博士氏 
申 込：3/2(土)10:00～メール（h0301@city.wako.lg.jp） 

又は電話（048-452-6011）にて先着順で受付 

ひまわりおはなし会 20 日(水) 

時 間：16:00～16:30 
場 所：キッズスペース  対象者：小学生 

子どものための読書会 2 日(土)★ 

時 間：10:30～11:30 対象者：小学生 定員 30 名 
内 容：「ふしぎが いっぱい！」のブックトーク（本の紹介） 
お話をしてくれる人：加嶋 智恵子先生（市内小学校教諭） 
申 込：窓口又は電話で受付中 

市民図書館講座（ＹＡ） 

詳細は 3 ページの YA NEWS をご覧ください 

＜休館日＞ ＜休館日＞ 

時 間：3 月 24 日(日)15:30～お話会 
3 月 26 日(火)10:00～お迎え 

対象者：幼児～小学生 定員 10 名（先着） 
申 込：窓口又は電話で 
お気に入りのぬいぐるみと一緒にお話会を聞いた後、ぬいぐるみだけ 

図書館に泊まります。お迎えに来たらアルバムを一緒に作りましょう。 

大人にも絵本の読み聞かせ 31
時 間：14:00～15:30（開場 13:30） 
内 容：Yamato 読み聞かせ隊有志による読み聞かせ

mailto:h0301@city.wako.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新刊案内    －新着の一部です－ （※分類記号順） 

タイトル 著者 出版社 分類 所蔵 

～ 一般書 ～  

会社人生を後悔しない 40 代からの仕事術 石山 恒貴∥著 ダイヤモンド社 159 本館 

週末海外 小林 希∥著 ワニブックス 290.9 本館 

下から目線 車いす視点から社会を斬る 矢吹 文敏∥著 ウインかもがわ 304   本館 

AI 自治体 井熊 均∥著 学陽書房 318 本館 

最新民法改正の基本と勘所がよ～くわかる本 萩原 勇∥著 秀和システム 324.4 本館 

受験と進学の新常識 おおた としまさ∥著 新潮社 376.8 本館 

人気定番スイーツの基礎BOOK  アップルミンツ 596.6 本館 

運転をあきらめないシニアの本音と新・対策 岩越 和紀∥著 JAF メディアワークス 681.3 本館 

一切なりゆき 樹木 希林∥著 文藝春秋 778.21 本館 

忘れるが勝ち! 外山 滋比古∥著 春陽堂書店 914.6 本館 

QR 決済 日経 FinTech∥編集 日経 BP 社 338 分館 

学校の「当たり前」をやめた。 工藤 勇一∥著 時事通信出版局 376.3 分館 

ならず者たちのギャラリー フィリップ フック∥著 フィルムアート社 706.7 分館 

平成くん、さようなら 古市 憲寿∥著 文藝春秋 913.6 分館 

ルポ不法移民とトランプの闘い 田原 徳容∥著 光文社 S334.45    分館 

～ 児童書 ～  

うみべの文庫 堀米 薫∥著 文研出版 016 本館 

なぜ?の図鑑 恐竜 真鍋 真∥監修 学研プラス 457 本館 

砂に書いた名前 赤川 次郎∥著 汐文社 913 本館 

ぼうけんはバスにのって いとう みく∥作 金の星社 913 本館 

ウィリーのぼうけん マーガレット ワイズ ブラウン∥さく 福音館書店 933/ﾌ 本館 

ようこそ!ティールームことりへ どい かや∥ぶん アリス館 E ﾐﾄﾞ 本館 

そらのうえのそうでんせん 鎌田 歩∥作 アリス館 E ﾐﾄﾞ 本館 

古代オリンピックへタイムワープ もとじろう∥マンガ 朝日新聞出版 231 分館 

ゆかいな床井くん 戸森 しるこ∥著 講談社 913 分館 

おおかみのおなかのなかで マック バーネット∥文 徳間書店 E 分館 

～ ＹＡ ～  

18 歳から考えるワークルール 道幸 哲也∥編 法律文化社 Y366.14 本館 

トラペジウム 高山 一実∥著 KADOKAWA Y913.6 本館 

本と鍵の季節 米澤 穂信∥著 集英社 Y913.6 本館 

カッコーの歌 フランシス ハーディング∥著 東京創元社 Y933/ﾊ 本館 

スマホ勉強革命 吉田 たかよし∥著 青春出版社 Y379.7  分館 

 

YA NEWS  
ヤングアダルト  ニュース 
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Y：ヤングアダルトコーナー E：絵本 S：（分館）新書コーナー 
 

～市内中高生向けの講座を開催します！～ 

日時：３月２３日 13：30～15：00 

会場：図書館本館 会議室 

講師：さんきゅう倉田 氏 

対象：市内在学または在住の中高生３０名 

内容：“税金”について、皆さんで国と納税者に分かれ、

意見を交わす９０分です。講師の国税局職員時代

のエピソードもお話します！ 

さんきゅう倉田 

よしもとクリエイティブ・エージ

ェンシー所属の元国税局芸人。大

学卒業後、国税局職員を経て芸人

になる。（東京 NSC１５期）国税

局では主に法人税を担当。現在、

Web メディアを中心にお金にま

つわるコラム等を執筆中。著書

『読めば必ず得する税金の話』 

元国税局芸人の“たのしい”税金 

 

講師紹介 

応募はこちら 



 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

    

和光市図書館の将来像「みんなで育てる身近な図書館」 
～地域コミュニティを支える情報拠点を目指して～ 

和光市図書館（本館） 

和光市本町３１－１ 
TEL: 048-463-8723 
FAX: 048-463-8682 

【開館時間】 
平日 9:30～20:00 
土・日・祝日 9:30～18:00 
【休館日】 
第 2・4 木曜日 
特別図書整理期間 
年末年始(12/28-1/4) 

中央公民館図書室  和光市中央 1-7-27 

TEL:048-464-1123 / FAX:048-464-0560 

坂下公民館図書室 和光市新倉 3-4-18 

TEL:048-464-5230 / FAX:048-461-3429 

南公民館図書室 和光市南 2-3-1 

TEL:048-463-7621 / FAX:048-461-1257 

※公民館図書室の貸出時間は平日 9:00～17:00／土 13:00～17:00。  
※リクエストの受付や利用者登録等は火曜日（中央は除く）、土曜日の 13:00～17:00。 
※予約資料の受け取りは日曜日～土曜日の 9:00～21:00 です。 
※予約取り置き期間最終日の受け取り時間は 17:00 までになります 

 
◆ホームページ http://www.wakolib.jp/ ◆携帯電話用 https://www1.wakolib.jp/opac/wopc/pc/mSrv 

 編集後記 ついこの間新年が明けたばかりなのに、早いものでもう年度末。2 月は短いので、よけいにあっという間に感じますね。3 月に入ると、新しい
生活の準備を始める方も多いのではないでしょうか。進級・進学・入園・入学の準備、一人暮らしの準備、社会人になる準備、転職して新しい仕事を始め
る準備、退職して第二の人生を歩み始める準備…。本はそんな時にも、実際の準備の役に立ったり、不安な心に寄り添ってくれたり、励ましてくれたり、

わくわくさせてくれたりする良き相棒ですよね。新年度も、自分の家の本棚のように図書館を活用していただけたら幸せです。＜平成３１年3 月発行＞ 
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○c和光市 

和光市 

和光市図書館 

（下新倉分館） 
和光市下新倉 5-21-1 
TEL: 048-452-6011 
FAX: 048-452-6012 

【開館時間】 
火～日 9:30～18:00 
【休館日】 
月曜日、第 4木曜日 
特別図書整理期間 
年末年始(12/28-1/4) 

※各お知らせの詳細につきましては、ホームページをご覧ください。 

世界おはなしめぐり（2/2 実施）のご報告 

今回のお話は日本の『はなたれ小僧さま』、エストニア 
の『とまらないくしゃみ』、ノルウェーの『北風に会いに
いった少年』の素話でした。 
素話は絵本を使わずに物語を 

語り耳で聞くことで、想像力が 
どこまでもふくらみます。子ども 
だけではなく大人も楽しめる内容 
です。次回は 31 年 6 月の予定 

です。ぜひお越し下さい。 
 

本・雑誌のリサイクル（1/27 実施）のご報告 

今年度最後の本・雑誌のリサイクルが実施されました。
今回のリサイクルは資料や雑誌を80名以上の方に提供 
することができました。来年度の本事業の 
日程は今後、図書館だよりやホーム 
ページでお知らせいたします。 

蔵書点検のご報告 （本館） 

2 月 4 日～8 日まで、蔵書点検を行いました。蔵書点検とは、図書館本館と各公民館図書室に所蔵している 
全ての資料を、専用の機器で 1 点ずつ読み取り、行方不明の資料を探したり、資料を正しい位置に戻したり 
する作業です。蔵書点検の結果、初めて「紛失している」と判断された資料は本館で 189 点、公民館図書室で 

13 点ありました。 
 図書館の資料は、市民の大切な財産です。図書館のルールを守り、誰もが気持ちよく図書館を利用できるように 
ご協力をお願いいたします。 

 

本館 

子どもの科学（2/16 実施）のご報告 

今回は『宇宙ってどんなとこ？～月の満ち欠けがわか
る月齢早見盤をつくろう～』をテーマに、地球と国際宇
宙ステーションや太陽などがどれくらい離れているかを
考えたり、宇宙の真空はどういうものか実験しました。         

最後に自分の好きな日のお月 
さまの形がわかる月齢早見盤を 
作りました。参加した子ども 
たちは、宇宙に興味がある子が 
多く、積極的に手を挙げて発言 
したり、とても楽しそうな様子 
でした。 

○c和光市 

 
1 月 26 日に読み聞かせボランティア交流会を開催しました 

和光市内で「子どもたちと本をつなぐ活動」をされている、ボランティアのみなさんの交流会を開催しました。 
 当日は、保育園や小中学校で読み聞かせボランティアをされている方や、市内学校の図書館アドバイザーや元教諭の方
など、28 名のみなさんが集まってくださり、日頃の活動の様子や活動の中で困っていること（ボランティアが不足してい
る）、今後行っていきたい活動など、熱心に情報交換をされていました。 

        いくつかの小学校では読み聞かせボランティアが不足しており、ご協力していただける方を探している 
ようです。ご興味のある方は、各学校へお問い合わせください。 

         また、図書館では読み聞かせをして下さるボランティアの方を随時募集しております。ご興味のある 
方は、ぜひ図書館へお問い合わせください。本館（048-463-8723） 分館（048-458-6011） 

本館 

市民図書館講座「小学生のための 

お片づけレッスン」（2/11 実施）のご報告 

今回は小雪が舞う中、市内各地からたくさんの親子が集
まりました。講座は「お片づけってなんだろう？」と考え
ることから始まり、お片づけの基本である【だす】【わけ 

る】【もどす】という手順を、実際にい 
ろいろなものを使って行いました。 
質問タイムでは保護者の方から熱心な 
質問がたくさんあり、終了後も先生に 
個別に話を聞かれる姿が見られました。 

本館 

分館 


